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回 年 月　日 観測所数 摘 要
1 S・55・8・3 189 かんがい期（出穂期）
2 〃 10・5 〃 非かんがい期
3 S・56・2・8 〃 降雪期
4 〃 5・10 197 かんがい期（代かき期）
5 〃 8・9 〃 〃 （出穂期）
6 1ソ 1ユ・7 〃 非かんがい期
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1．0 10，O 0．1 1．0 1．0
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O．906 2．168 ！．544 O・F 0．885
第3回　　〃（S・56・2・8）
1．255 2．371 3．321 〃 1．451
第4回　　〃（S・56・5・10）
1．529 2．574 4．440 〃 1，890
第5回　　〃（S・56・8・9）
1．910 2．829 5．177 〃 2．353
第6回　　〃（S・56・11・7）
1．812 2，561 6．982 〃 2．188
第7回　　〃（S・57・2・13）
1．977 2．460 7．502 〃 2．509





























































































































































































































































矢板締切率 流量低減率 摘 要
68％ 12％
79〃 ユ6〃
89〃 22〃 矢 d ：
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図27計算範囲及びメッシュ分割
5．あとがき
　河川防災については従来までは主として表流水を対象とした研究が行われていた．しかし
近年は人為的な地下水の変動が発生するようになり防災対策の研究には地下水の流動が重要
な要素として考慮されねばならなくなった．
　そこで本研究は，従来まで行われていなかった地下水の挙動を考慮した洪水防御工法につ
いての評価手法を開発した事例研究である．
　各洪水防御工法等について地下水の変動等を事前に予測・評価するとつぎのとおりである．
①　連続流量観測による河道水収支で差が出る分は未観測の地下水の挙動であるとの考え方
は妥当であるが，今回の地下水シミュレーション計算成果より裏付けることは困難で，局地
的な影響を考慮する必要がある．
②　河道掘削により平常時の河111水位は低下するが，それが堤内地下水に及ぼす影響を検討
したところ，扇状地では山麓まで氾濫原では約5kmの範囲と予測された．
③　堤防基盤漏水防止のために矢板を打ち込んで堤内地下水に及ぼす影響を検討したところ，
非現実的な100％締切でさえ数kmの範囲しか地下水位上昇が認められず，50％締切りでは
ほとんど影響しない．
④　扇状地にある河川の河道を一部付け替えた場合地下水がどの範囲まで変動するか検討し
たところ河Jllの縦断方向では付け替えた部分だけで断面方向には数kmと予測された．
　以上の研究成果は必ずしも満足すべきものばかりではないが，今後は洪水防御工法の検討
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図2a1〕現況及び河道付け替え地下水変化図
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図28（2）現況及び河道付け替え地下水変化図
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地下水の挙動を考慮した洪水防御工法の評価手法に関する事例研究一武田
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図2813）現況及び河道付け替え地下水変化図
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にあたっては地下水の挙動に充分配慮して行うことが必要であることを示唆している．
　なお，本研究にあたり現地観測ならびに各種の資料を提供してくださった建設省北陸地方
建設局阿賀野川工事事務所に対し心からお礼申し上げます．
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